
（別紙３）

～ 令和8年5月18日

（対象者数） ５名 （回答者数）
５名

～ 令和8年5月27日

（対象者数） ３名 （回答者数）
３名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・個別支援計画書の策定やモニタリングを実施する際に、ご

家族への説明が不十分な場面もあると感じた。ご家族もお仕

事をしている方が多いが、個別の面談について対応も可能で

あることを提案し、双方で情報の共有を図り次の支援内容に

ついて意見交換を行う場面を設けていきたい。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・限られた時間と限られた職員での対応となるため、子ども

の状態が安定していない時には、どうしてもその時の一場面

を切り取って課題としてとらえてしまう。日常場面での職員

同士の情報交換や、定期的なモニタリングを活用し、子ども

の強みに注目する場面を意識して設けていきたい。

2

3

○事業所名 カラフル

○保護者評価実施期間
令和8年4月30日

○保護者評価有効回答数

令和8年4月30日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年6月1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・送迎→入浴、または送迎→個別の対応、といったように、限

られた職員数で時間に追われてしまう。

・時間に追われながらも、職員一人ひとりがその日の子どもの

様子から配慮が必要な点等に気付き、細やかに配慮することが

できている。

・連絡帳や学校からの引き継ぎを主に利用前の情報を収集し、

職員同士でその情報を速やかに共有することができている。ま

た、利用終了後に（利用開始から終了までの経過を）しっかり

と記録で振り返ることができている、

・子ども一人ひとりの成長段階や特性に応じ、集団の中におい

ても個別の対応を行っている。

・おとなの事業も運営しているため、将来を見据え、難しいと

ころは手伝ってもらいながら、自分の意志を伝えられる支援が

提供できている。

・言語の表出がない子どもについても個別に意志をくみ取り、

その子どもに応じた環境の調整を行っている（刺激を減らす、

不要と感じたものを事前に撤去する、等）。

・個別の対応が中心になるが、その中でもお風呂の順番を譲っ

てもらったりする中で、他者を思いやる気持ちをはぐくむこと

ができている。

事業所における自己評価総括表公表


